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⽛
恒
貞
親
王
伝
⽜
考

―
そ
の
〈
文
学
〉
的
表
現
性
を
め
ぐ
っ
て

―河

野

友

哉

一

緒
言

⽛
漢
文
伝
⽜
と
聞
く
と
国
史
所
収
の
薨
卒
伝
の
類
が
真
っ
先
に
想
起
さ
れ
る

だ
ろ
う
が
、⽝
本
朝
書
籍
目
録
⽞
に
⽛
人
々
伝
⽜
と
し
て
載
る
、
単
行
の
人
物
伝

も
ま
た
、
そ
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
り
わ
け
、
後
述
の
ご

と
き
研
究
史
上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
⽛
恒
貞
親
王
伝
⽜
は
脚
光
を
浴
び
る
に

十
分
値
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
恒
貞
は
平
安
朝
初
期
政
治

史
に
お
け
る
一
大
局
面
、⽛
承
和
の
変
⽜
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
悲
劇
の
親
王
と
し

て
知
ら
れ
、⽝
三
代
実
録
⽞元
慶
八
年
九
月
二
十
日
条
に
そ
の
薨
伝
を
収
め
る
が
、

そ
の
薨
伝
は
今
井
源
衛
氏
が
⽛
記
事
と
し
て
も
い
う
に
足
ら
ず
⽜
と
指
摘
す
る
（
⚑
）

ご
と
く
、
こ
の
単
行
の
⽛
恒
貞
親
王
伝
⽜
に
比
し
て
、
分
量
・
内
容
い
ず
れ
も

簡
略
な
テ
キ
ス
ト
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
の
撰
者
（
作
者
）
は

紀
長
谷
雄
と
も
三
善
清
行
と
も
言
わ
れ
未
だ
定
解
を
得
な
い
（
⚒
）も
の
の
、
平
安
朝

前
期
に
お
け
る
当
代
き
っ
て
の
文
人
の
筆
に
な
る
も
の
と
措
定
さ
れ
て
い
る
点

も
見
逃
せ
な
い
。
そ
し
て
欠
文
こ
そ
あ
れ
一
巻
が
現
存
し
、⽝
続
群
書
類
従
⽞
に

も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
⚓
）。
な
お
、⽝
後
拾
遺
往
生
伝
⽞
に
も
⽛
亭
子
親
王
、
諱
恒
貞

者
、
淳
和
天
皇
第
三
子
也
。
…
…
⽜
と
し
て
恒
貞
の
伝
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は

後
藤
昭
雄
氏
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
（
⚔
）、⽛
恒
貞
親
王
伝
⽜
を
概
ね
利
用
し
た
上
で

潤
色
、
補
整
が
施
さ
れ
た
改
作
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
⽝
続
群
書
類

従
⽞
所
収
の
テ
キ
ス
ト
を
⽛
恒
貞
親
王
伝
⽜
と
呼
び
、⽝
後
拾
遺
往
生
伝
⽞
所
収

の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
必
要
が
な
い
限
り
触
れ
な
い
。
さ
て
、か
よ
う
な⽛
恒

貞
親
王
伝
⽜（
以
下
、⽛
親
王
伝
⽜）
を
め
ぐ
る
研
究
史
を
以
下
簡
略
に
記
す
。

ま
ず
、
今
井
源
衛
氏
は
作
中
の
廃
太
子
の
場
面
に
つ
い
て
、⽛
そ
れ
が
単
な
る

同
情
の
域
を
越
え
て
藤
氏
の
陰
謀
を
看
破
し
た
も
の
の
憤
り
さ
え
う
か
が
え
る

の
で
は
な
い
か
⽜⽛
作
者
の
こ
う
い
う
讃
美
の
態
度
は
、
政
治
的
立
場
の
強
い
国

史
伝
に
は
い
か
に
も
許
さ
れ
難
い
も
の
⽜
と
評
し
（
⚕
）、
次
い
で
⽝
群
書
解
題
⽞
に

も
、⽛
承
和
の
変
（
八
四
二
）
に
お
け
る
恒
貞
親
王
の
立
場
を
釈
明
す
る
意
図
を

持
つ
作
か
と
み
ら
れ
る
点
も
あ
り
、
あ
る
い
は
親
王
と
何
等
か
の
関
係
あ
り
し

者
な
い
し
は
大
覚
寺
関
係
者
の
作
か
と
も
推
察
さ
れ
る
⽜⽛
好
意
的
な
書
き
振
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り
を
以
て
一
貫
し
て
お
り
、
一
つ
の
親
王
伝
と
し
て
、
国
史
の
欠
を
補
う
と
こ

ろ
が
あ
る
⽜
と
載
る
（
⚖
）。
ま
た
、
所
功
氏
は
⽛
単
な
る
事
実
を
書
く
だ
け
で
な
く
、

各
々
に
、
親
王
自
身
の
言
葉
や
周
囲
の
人
々
の
言
葉
を
用
ひ
て
、
そ
の
時
々
の

感
情
（
苦
悩
・
決
意
あ
る
ひ
は
賞
讃
・
同
情
な
ど
）
を
リ
ア
ル
に
語
ら
し
め
て

ゐ
る
⽜
と
指
摘
し
（
⚗
）、
渡
辺
秀
夫
氏
も
同
様
に
⽛
か
え
っ
て
親
王
の
廃
太
子
が
讒

言
に
よ
る
冤
罪
、
疑
獄
で
あ
っ
た
こ
と
を
当
局
に
突
き
つ
け
、
正
史
と
鋭
く
対

立
し
な
が
ら
そ
の
不
当
性
を
強
く
主
張
す
る
作
品
⽜
と
見
な
す
（
⚘
）。

以
上
、
厚
い
と
は
到
底
言
い
難
い
従
前
の
研
究
史
に
お
い
て
は
、
専
ら
内
容

上
の
政
治
的
批
判
性
な
い
し
批
判
意
識
に
の
み
焦
点
が
当
て
ら
れ
が
ち
で
あ
っ

た
。
無
論
、
批
判
意
識
や
抒
情
的
表
現
と
い
う
内
容
面
に
つ
い
て
、
先
学
が
そ

れ
ら
を
〈
文
学
〉
的
萌
芽
と
指
摘
す
る
こ
と
を
否
定
は
し
な
い
。
だ
が
、
そ
の

よ
う
な
視
点
だ
け
で
⽛
親
王
伝
⽜
の
持
つ
性
格
を
明
ら
か
に
し
得
る
の
だ
ろ
う

か
。
も
し
仮
に
〈
文
学
〉
性
な
い
し
〈
文
学
〉
的
萌
芽
を
そ
こ
に
探
る
の
で
あ

れ
ば
、
も
う
少
し
異
な
る
視
点
も
必
要
に
な
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
問
題
意
識
の
も
と
、⽛
親
王
伝
⽜
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
持
つ
〈
文
学
〉

性
を
従
来
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
問
う
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
、
と
り
も
な
お

さ
ず
本
稿
の
目
的
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
出
典
論
的
考
察
や
歴
史
叙
述
と
の
比

較
に
よ
っ
て
、
そ
の
表
現
性
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
の
卑
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
前
掲
注
⚑
今
井
論
文
が
、
漢
文
伝
が
⽛
若
干
の
寄
与
を
し
て
い

る
⽜
と
述
べ
る
仮
名
散
文
物
語
は
、⽛
親
王
伝
⽜
の
成
立
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
う

ち
に
誕
生
す
る
。
ゆ
え
に
そ
の
表
現
性
と
い
う
点
に
お
い
て
、⽛
親
王
伝
⽜
は
仮

名
散
文
と
関
係
し
て
く
る
の
か
、
あ
る
い
は
し
て
こ
な
い
の
か
。
そ
の
点
も
併

せ
て
視
野
に
入
れ
た
い
。

ま
た
、
稿
者
の
主
張
す
る
〈
文
学
〉
性
、
す
な
わ
ち
一
体
何
を
以
て
そ
の
テ

キ
ス
ト
を
〈
文
学
〉
的
で
あ
る
／
な
い
と
見
な
す
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
述

べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
前
述
の
ご
と
く
先
学
の
論
で
は
主
と
し
て
政
治
的
な

批
判
性
を
以
て
、（
そ
の
後
の
物
語
文
学
に
も
繋
が
る
）〈
文
学
〉
性
と
し
て
い

た
。
無
論
そ
れ
も
〈
文
学
〉
性
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
で
は
あ
ろ
う
が
、
本

稿
で
は
⽛
事
実
性
の
捨
象
⽜⽛
実
用
性
の
否
定
⽜
と
い
う
点
を
核
と
し
て
論
述
を

進
め
た
い
。
例
え
ば
今
井
源
衛
氏
は
⽛
正
史
に
直
結
す
る
公
儀
的
文
字
（
マ
マ
）

を
最

右
翼
と
し
て
、
女
子
供
に
そ
の
最
大
の
支
持
者
を
持
っ
た
物
語
文
学
を
最
左
翼

と
す
る
古
代
散
文
文
学
の
全
分
野
の
中
で
漢
文
伝
は
そ
れ
ら
の
中
間
に
あ
っ
て

か
な
り
大
き
な
役
割
を
荷
っ
て
い
た
⽜
と
述
べ
る
（
⚙
）が
、
こ
こ
で
い
う
⽛
公
儀
的
⽜

な
テ
キ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
正
史
を
始
め
と
す
る
歴
史
文
献
を
⽛
公
儀
的
⽜
な
ら

し
め
て
い
る
も
の
は
政
治
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
事
実
だ

と
い
う
体
裁
を
取
る
⽛
事
実
性
⽜
で
あ
り
、
か
つ
治
天
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
、

前
提
と
し
て
の
⽛
実
用
性
⽜
も
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
無
論
、〈
文

学
〉
性
と
は
何
か
と
い
う
問
い
は
容
易
に
答
え
得
る
も
の
で
は
な
く
、
具
体
的

に
は
、
次
節
以
降
各
論
に
即
し
て
説
明
し
た
い
。

な
お
、
各
種
文
献
は
各
々
所
掲
の
書
物
に
基
づ
い
た
が
、
私
意
に
よ
り
返
り

点
や
句
読
点
を
補
い
、
適
当
と
思
わ
れ
る
形
で
引
用
し
た
。
ま
た
、
漢
字
は
原

則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

二

表
現
を
め
ぐ
る
考
察
Ａ

以
下
、
考
察
Ａ
・
Ｂ
で
は
い
わ
ゆ
る
⽛
承
和
の
変
⽜
を
め
ぐ
っ
て
⽛
親
王
伝
⽜

と
⽝
続
後
紀
⽞
が
同
一
の
内
容
を
記
し
て
い
る
と
思
し
き
箇
所
を
俎
上
に
乗
せ
、

各
々
の
記
述
に
見
え
る
⽛
表
現
⽜
に
い
か
な
る
差
異
が
見
て
取
れ
、
そ
し
て
そ
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の
差
異
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
な
の
か
を
考
え
て
み
る
。

左
に
引
く
記
述
は
、
伴
健
岑
・
橘
逸
勢
の
謀
反
が
発
覚
し
た
こ
と
を
恐
れ
て

皇
太
子
の
位
を
辞
そ
う
と
上
疏
す
る
恒
貞
を
、仁
明
が
慰
留
す
る
場
面
で
あ
る
。

○
皇
太
子
恐
懼
、
亦
抗
表
辞
譲
。
天
子
優
答
云
、⽛
独
健
岑
之
凶
逆
。
豈
可
レ

闕●

二
於
太
子
一
。
宜
二
存
闊
略
一
。
勿
レ
介
二
中
懐
一
（
10
）⽜。

⽛
親
王
伝
⽜
の
当
該
部
分
と
内
容
上
対
応
す
る
正
史
の
記
述
は
、⽝
続
後
紀
⽞

承
和
九
年
七
月
二
十
三
日
条
に
見
ら
れ
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

●
詔
曰
、
…
（
中
略
）。
若
其
事
乎
推
究
波
、
恐
波
不
レ
善
事
乃
多
有
无
事
乎
、
加
以

後
太
上
天
皇
乃
厚
御
恩
乎
顧
天
那
毛
究
求
女
无
事
乎
不
レ
知
奴
。
今
思
保
佐
久
波
、

直
仁
皇䀝

太䀝

子䀝
乃
位䀝
乎
停䀝
天
、
彼
此
無
レ
事
波
善
久
有
部
之
止
思
保
之
女
須
。

（
講
談
社
学
術
文
庫
・
下
・
53
頁
）

こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
箇
所
と
し
て
、⽛
親
王
伝
⽜
の
⽛
豈
可
レ
闕
二
於
太

子
一
⽜
と
い
う
表
現
を
挙
げ
た
い
。
こ
れ
は
⽛
豈
に
太
子
を
闕
く
べ
け
ん
や
⽜
と

訓
め
る
が
、
こ
の
⽛
闕
⽜
の
語
は
文
脈
を
考
え
れ
ば
、
単
純
に
皇
太
子
の
空
位

と
い
う
⽛
状
態
⽜
の
み
を
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
恒
貞
に
降
り
か
か
っ
て
く
る

で
あ
ろ
う
廃
太
子
と
い
う
⽛
行
為
⽜
を
も
指
し
示
す
も
の
と
解
す
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
廃
太
子
と
い
う
行
為
を
正
史
は
⽛
皇
太
子
乃
位
乎
停
天
⽜
と

表
現
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
そ
も
そ
も
正
史
叙
述
に
お
い
て
廃
太
子
と
い
う
事
態
は
ど
の
よ
う

に
表
現
さ
れ
て
き
た
の
か
、
六
国
史
中
の
用
例
を
検
し
て
、
そ
の
具
体
相
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。

◇
皇
太
子
道
祖
王
、
身
居
二
諒
闇
一
、
志
在
二
淫
縦
一
。
雖
レ
加
二
教
勅
一
。
曾

无
二
改
悔
一
。
…
…
（
中
略
）。
是
日
、
廃䀝
二
皇䀝

太䀝

子䀝
一
、
以
レ
王
帰
レ
第
。

（⽝
続
日
本
紀
⽞
天
平
宝
字
元
年
三
月
二
十
九
日
／
新
日
本
古
典
文
学
大
系

③
・
176
頁
）

◇
天
平
勝
宝
八
歳
、
皇
太
子
道
祖
王
、
諒
闇
之
中
、
心
不
レ
在
レ
慼
。
九
歳
三

月
廿
九
日
辛
丑
、
高
野
天
皇
、
皇
太
后
、
…
…
（
中
略
）。
定
二
策
禁
中
一
、

廃䀝
二
皇䀝

太䀝

子䀝
一
、
以
レ
王
還
レ
第
。

（
同
・
淳
仁
天
皇
即
位
前
紀
／
同
③
・
260
頁
）

◇
遣
二
中
納
言
正
三
位
藤
原
朝
臣
小
黒
麻
呂
・
大
膳
大
夫
従
五
位
上
笠
王
於

山
科
山
陵
、
…
…
（
中
略
）。
中
衛
中
将
従
四
位
下
紀
朝
臣
古
佐
美
於
後
佐

保
山
陵
一
、
以
告
下
廃䀝
二
皇䀝

太䀝

子䀝
一
之
状
上
。

（
同
・
延
暦
四
年
十
月
八
日
／
同
⑤
・
358
～
360
頁
）

◇
天
皇
諱
安
殿
、
皇
統
弥
照
天
皇
之
長
子
。
母
曰
二
藤
原
贈
大
皇
大
后
一
、
宝

亀
五
年
、
生
二
於
平
城
宮
一
。
延
暦
四
年
十
月
、
皇䀝

太䀝

子䀝

被䀝
レ
廃䀝

、
即
立
レ
諱

為
二
皇
太
子
一
。

（⽝
日
本
後
紀
⽞
平
城
天
皇
即
位
前
紀
／
講
談
社
学
術
文
庫
・
中
・
11
～
12

頁
）

◇
廃䀝
二
皇䀝

太䀝

子䀝
一
。
劔
四
口
納
レ
袋
、
付
二
勅
使
右
近
衛
少
将
藤
原
朝
臣
富
士

麻
呂
一
、
…
…
（
中
略
）。
告
下
廃䀝
二
皇䀝

太䀝

子䀝
一
状
上
曰
、
…
…
。

（⽝
続
日
本
後
紀
⽞
承
和
九
年
七
月
二
十
四
日
／
講
談
社
学
術
文
庫
・
下
・

54
頁
）

◇
伝
燈
修
行
賢
大
法
師
真
如
、
上
表
曰
、⽛
…
…
（
中
略
）⽜。
勅
許
レ
之
。
真

如
者
、
平
城
太
上
天
皇
々
子
、
弘
仁
之
廃䀝

皇䀝

太䀝

子䀝

也
。

（⽝
日
本
三
代
実
録
⽞
貞
観
二
年
十
月
十
五
日
／
新
訂
増
補
国
史
大
系
・
前

篇
・
55
頁
）

⽝
続
紀
⽞
に
と
り
わ
け
顕
著
に
見
ら
れ
る
が
、
六
国
史
全
体
を
通
覧
し
て
も
、

廃
太
子
と
い
う
行
為
を
示
す
表
現
と
し
て
は
例
外
な
く
⽛
廃
二
皇
太
子
一
⽜
が
使
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わ
れ
る
。
か
か
る
⽛
廃
二
皇
太
子
一
⽜
は
、
中
国
正
史
に
も
そ
の
類
例
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

◇
幽
王
嬖
二
愛
襃
姒
一
。
襃
姒
生
二
子
伯
服
一
。
幽
王
欲
レ
廃䀝
二
太䀝

子䀝
一
。
太
子

母
、
申
侯
女
、
而
為
レ
后
。
後
幽
王
得
二
襃
姒
一
愛
レ
之
、

（⽝
史
記
⽞
周
本
紀
・
幽
王
三
年
／
新
釈
漢
文
大
系
①
・
196
頁
）

◇
帝
怒
、
召
二
公
卿
以
下
一
会
二
議
廃
立
一
。
耿
宝
等
承
レ
旨
、
皆
以
為
二
太䀝

子䀝

当
𥏶

廃䀝

。
…
…
（
中
略
）。
帝
不
レ
従
、
是
日
遂
廃䀝
二
太䀝

子䀝
一
為
二
濟
陰
王
一
。

（⽝
後
漢
書
⽞
列
伝
・
來ら
い

歙き
ゅ
う

／
全
訳
後
漢
書
⑪
・
315
～
316
頁
）

た
だ
、
歴
史
文
献
に
見
え
る
こ
れ
ら
の
⽛
廃
二
（
皇
）
太
子
一
⽜
と
⽛
親
王
伝
⽜

の
⽛
闕
二
於
太
子
一
⽜
と
に
、
直
ち
に
対
等
な
比
較
を
施
せ
る
か
と
い
え
ば
、
出

現
す
る
文
脈
が
そ
れ
ぞ
れ
地
の
文
、
発
話
で
あ
る
と
い
う
た
だ
一
点
の
違
い
に

お
い
て
、
方
法
論
的
疑
念
を
禁
じ
得
な
い
。
と
い
う
の
も
、
掲
出
し
た
⽝
続
後

紀
⽞
の
対
応
部
分
（
●
）
が
、
天
皇
に
よ
る
⽛
詔
⽜
と
い
う
文
脈
だ
か
ら
で
あ

る
。
無
論
、
地
の
文
に
見
え
る
表
現
も
重
要
な
手
掛
か
り
と
は
な
り
得
る
も
の

の
、⽛
親
王
伝
⽜
の
⽛
闕
二
於
太
子
一
⽜
と
い
う
表
現
が
仁
明
に
よ
る
⽛
発
話
⽜
と

い
う
文
脈
中
に
あ
る
事
実
は
や
は
り
無
視
し
が
た
い
。

さ
て
、
か
よ
う
な
表
現
の
具
体
相
に
迫
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
比
較
に
耐
え

得
る
好
例
が
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
⽛
宣
命
⽜
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◇
皇䀝

太䀝

子䀝

之
位䀝

停䀝

賜
比
却䀝

賜
布
止

（⽝
続
日
本
紀
⽞
宝
亀
三
年
五
月
二
十
七
日
／
新
日
本
古
典
文
学
大
系
④
・

382
頁
）

◇
皇䀝

太䀝

子䀝

位䀝

停䀝

退䀝
留
状
乎

（⽝
続
日
本
後
紀
⽞
承
和
九
年
七
月
二
十
四
日
／
講
談
社
学
術
文
庫
・
下
・

54
頁
）

◇
皇䀝

太䀝

子䀝
乎
波
其
位䀝

廃䀝

退䀝

給
不
己
止
畢
奴

（
同
・
承
和
九
年
七
月
二
十
六
日
／
同
・
55
頁
）

⽛
廃
太
子
⽜
を
示
す
表
現
と
し
て
、
六
国
史
の
宣
命
体
、
す
な
わ
ち
詔
に
は
、

⽛
停
⽜⽛
却
⽜⽛
廃
⽜
と
い
っ
た
語
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
冒
頭
で
確

認
し
た
⽝
続
後
紀
⽞（
●
）
の
⽛
皇
太
子
乃
位
乎
停
天
⽜
は
、
こ
れ
ら
の
例
と
大
同

小
異
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
さ
す
れ
ば
、
そ
の
表
現
は
⽛
通
常
⽜
の
歴
史

叙
述
の
手
法
に
沿
っ
た
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
か
。

し
か
し
、
正
史
叙
述
に
見
え
る
⽛
廃
⽜⽛
却
⽜⽛
停
⽜
と
い
っ
た
語
と
⽛
親
王

伝
⽜
の
⽛
闕
⽜
と
で
は
、
や
は
り
後
者
の
方
が
抽
象
的
で
あ
る
と
言
う
ほ
か
な

く
、⽛
廃
⽜
や
⽛
停
⽜
の
ご
と
き
語
に
響
く
直
接
性
を
避
け
た
一
種
の
朧
化
（
婉

曲
）
表
現
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。⽛
親
王
伝
⽜
の
当
該
部
分
で
あ
る
が
、
も
し
従

前
の
歴
史
叙
述
の
手
法
で
表
現
す
る
な
ら
、⽛
豈
可
レ
廃䀝
二
太䀝

子䀝
一
⽜あ
る
い
は⽛
豈

可
レ
停䀝
二
皇䀝

太䀝

子䀝

之䀝

位䀝
一
⽜
と
で
も
書
け
ば
良
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
如
上
の
用

例
に
鑑
み
て
も
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
に
書
く
方
が
一
般
的
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ

と
す
れ
ば
、⽛
親
王
伝
⽜
の
撰
者
は
歴
史
叙
述
の
手
法
通
り
の
表
現
を
書
け
な

か
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
意
図
的
に
書
か
な
か
っ
た
の
だ
と
見
る
べ
き
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
か
か
る
表
現
性
に
、
従
前
の
研
究
史
が
行
っ
て
き
た
よ
う

な
正
史
へ
の
対
抗
意
識
、
い
わ
ば
政
治
的
批
評
性
ま
で
を
敷
衍
し
て
読
み
取
る

解
釈
は
さ
す
が
に
牽
強
付
会
で
あ
り
、
無
理
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
朧
化
と
い
う
点
に
関
し
て
、
山
口
仲
美
氏
論
文
の
⽛
仮
名
文
学

の
朧
化
性
の
問
題
⽜
に
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。
山
口
氏
は
、⽛
平
安
仮
名
文
全

体
が
、
文
章
の
長
い
歴
史
の
中
に
お
い
て
み
る
と
、
朧
化
を
重
ん
じ
た
一
つ
の

時
代
を
な
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、平
安
仮
名
文
に
お
い
て
、

重
要
な
表
現
上
の
一
問
題
と
し
て
、
朧
化
性
が
浮
か
び
上
っ
て
く
る
⽜
と
述
べ
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た
上
で
、⽛
表
現
の
仕
方
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、朧
化
性
を
得
る
場
合
⽜と
し
て
、

⽛
否
定
的
に
表
現
す
る
⽜・⽛
具
体
的
な
内
容
を
記
述
す
る
こ
と
な
く
、
感
情
語
で

記
述
す
る
⽜
な
ど
の
点
を
、
表
現
形
式
が
朧
化
性
を
獲
得
す
る
際
の
基
準
と
し

て
掲
げ
、⽛
表
現
の
朧
化
性
は
、
接
辞
・
語
・
語
句
・
文
・
文
章
と
、
あ
ら
ゆ
る

単
位
の
言
語
的
特
色
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
文
章
全
体
を
覆
っ
て
い
る
表
現
上

の
問
題
で
あ
る
⽜
と
結
論
付
け
て
い
る
（
11
）。

山
口
氏
の
か
よ
う
な
指
摘
は
首
肯
さ
れ
よ
う
。⽛
親
王
伝
⽜
と
成
立
時
期
を

近
し
く
し
、
物
語
文
学
の
嚆
矢
た
る
⽝
竹
取
物
語
⽞
を
例
に
挙
げ
て
も
、
例
え

ば
語
や
語
句
の
朧
化
性
は
十
分
に
求
め
得
る
。

①（
帝
ハ
）
か
ぐ
や
姫
の
御
も
と
に
ぞ
、
御
文
を
書
き
て
通
は
さ
せ
給
ふ
。
御

返
り
、
さ
す
が
に
憎䀝

か䀝

ら䀝

ず䀝

聞
こ
え
交
は
し
給
ひ
て
、
お
も
し
ろ
く
、
木

草
に
つ
け
て
も
御
歌
を
詠
み
て
つ
か
は
す
。（

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
・
51
頁
）

②
か
ぐ
や
姫
い
は
く
、⽛
…
…
（
中
略
）。
い䀝

ま䀝

す䀝

が䀝

り䀝

つ䀝

る䀝

心䀝

ざ䀝

し䀝

ど䀝

も䀝

を

思
ひ
も
知
ら
で
、
ま
か
り
な
む
ず
る
こ
と
の
、
口
惜
し
う
侍
り
け
り
。

…
…
（
中
略
）。
老
い
衰
へ
給
へ
る
さ
ま
を
見
奉
ら
ざ
ら
む
こ
そ
、
恋
し
か

ら
め
⽜
と
言
ひ
て
、

（
同
・
57
～
58
頁
）

③（
か
ぐ
や
姫
ノ
）
う
ち
泣
き
て
書
く
言
葉
は
、

こ
の
国
に
生
ま
れ
ぬ
る
と
な
ら
ば
、（
翁
・
媼
ヲ
）
嘆䀝

か䀝

せ䀝

奉䀝

ら䀝

ぬ䀝

程䀝

ま
で
侍
ら
で
過
ぎ
別
れ
ぬ
る
こ
と
、
か
へ
す
が
へ
す
本
意
な
く
こ
そ

覚
え
侍
れ
。

（
同
・
60
～
61
頁
）

右
記
の
例
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
よ
う
。
①
は
、
抵
抗
感
や
嫌
悪
感
、
困

難
さ
を
表
す
⽛
憎
し
⽜
が
否
定
さ
れ
て
下
の
⽛
聞
こ
え
交
は
し
⽜
に
承
接
し
て

い
く
が
、
否
定
的
表
現
が
朧
化
を
作
る
点
は
前
掲
注
11
山
口
論
文
も
指
摘
し
て

い
る
し
、
言
葉
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
が
抵
抗
感
や
嫌
悪
感
が
否
定
さ
れ
て
行

わ
れ
る
と
は
、
ど
の
よ
う
な
事
態
を
指
す
の
か
。
こ
の
部
分
⽝
角
川
ソ
フ
ィ
ア
⽞

は
⽛
情
を
こ
め
て
⽜
と
訳
し
て
お
り
、
訳
出
す
れ
ば
そ
の
朧
化
性
が
雲
散
霧
消

し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
表
現
だ
が
、
例
え
ば
⽛
ね
ん
ご
ろ
に
⽜
な
ど
と
書
か
ず

に
わ
ざ
わ
ざ
打
消
と
い
う
形
式
を
用
い
て
記
述
し
た
点
、
や
は
り
遠
回
し
な
表

現
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
次
に
②
だ
が
、
も
し
仮
に
尊
敬
の
⽛
い
ま
す
が
り
⽜

を⽛
あ
り
⽜に
戻
し
て
み
て
も
、⽛
あ
り
つ
る
心
ざ
し
ど
も
⽜と
は
一
体
何
を
言
っ

て
い
る
の
か
。
こ
こ
は
⽝
竹
取
物
語
⽞
全
体
、
地
上
の
両
親
た
る
翁
・
媼
が
か

ぐ
や
姫
と
過
ご
し
た
時
間
の
種
々
相
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
、
そ
の
⽛
い
ま
す
が

り
つ
る
心
ざ
し
ど
も
⽜の
具
体
的
内
容
は
見
え
て
こ
な
い
。
最
後
に
③
は
、翁
・

媼
が
生
き
て
い
る
期
間
ま
で
、
つ
ま
り
⽛
亡
く
な
る
ま
で
⽜
と
解
さ
れ
る
が
、

わ
ざ
わ
ざ
⽛
嘆
か
せ
奉
ら
ぬ
程
⽜
と
表
現
す
る
の
は
、
あ
ま
り
に
迂
遠
と
言
う

ほ
か
な
か
ろ
う
。
発
話
と
い
う
文
脈
も
勿
論
考
慮
す
べ
き
だ
が
、
内
容
伝
達
上

の
実
用
性
を
放
棄
し
て
、
昇
天
と
い
う
⽛
親
子
の
離
別
⽜
―
親
に
と
っ
て
は

⽛
死
別
⽜
と
言
う
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
か

―
と
い
う
も
の
が
い
か
に
翁
・
媼

を
⽛
嘆
か
せ
⽜
る
も
の
で
あ
る
か
、
極
め
て
抒
情
的
に
示
す
機
能
を
果
た
す
表

現
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

朧
化
的
表
現
が
〈
文
学
〉
性
に
通
ず
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
少
し
附
言
し
て

お
く
。
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、⽛
朧
化
⽜
と
い
う
表
現
手
法
は
、
情
報

を
明
示
的
に
伝
達
す
る
と
い
う
実
用
面
に
価
値
の
重
点
を
置
か
な
い
も
の
で
も

あ
る
。
そ
し
て
テ
キ
ス
ト
が
暗
示
的
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
読
者
の
想
像
力
が
喚

起
さ
れ
、
感
傷
や
感
興
が
呼
び
起
こ
さ
れ
得
る
と
言
え
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
に

稿
者
は
〈
文
学
〉
性
を
看
取
し
た
い
の
で
あ
る
。

⽛
親
王
伝
⽜
が
歴
史
叙
述
の
直
接
的
な
言
い
回
し
を
避
け
て
、
よ
り
朧
化
的
・
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婉
曲
的
な
表
現
を
選
び
、
時
代
的
に
近
接
す
る
仮
名
散
文
の
物
語
に
も
共
通
す

る
重
要
な
〈
文
学
〉
的
表
現
性
を
垣
間
見
せ
た
こ
と
に
、
そ
の
特
質
を
認
め
る

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三

表
現
を
め
ぐ
る
考
察
Ｂ

Ａ
に
引
き
続
い
て
⽛
親
王
伝
⽜
と
⽝
続
後
紀
⽞
に
内
容
上
の
対
応
が
見
え
る

記
述
を
取
り
上
げ
る
が
、
左
に
引
く
記
述
は
、
健
岑
ら
の
謀
反
に
恒
貞
が
関
与

し
て
い
る
と
い
う
旨
の
密
書
を
受
け
、
恒
貞
の
身
柄
が
確
保
さ
れ
る
場
面
で
あ

る
。○

初
天
子
避
レ
暑
御
二
冷
然
院
一
、
皇
太
子
従
レ
之
。
俄
而
有
二
廃
黜
之
議
一
。

分
使
レ
捕
二
禁
坊
司
并
侍
者
帯
刀
等
百
余
人
一
。
又
勅
使
左
近
少
将
藤
原
良

相
、
率
二
近
衛
卅
人
一
囲
二
守
皇
太
子
直
曹
一
。
皇
太
子
晏
然
和
暢
曾
無
二
懼

色
一
、
飲
食
言
咲
無
レ
異
二
平
常
一
。
謂
二
傍
人
一
曰
、⽛
吾
以
二
非
分
一
荷
二
此

任
一
、
禍
之
萌
兆
早
自
知
レ
之
。
故
数
年
以
来
、
謝
去
二
儲
君
一
不
レ
罹
二
此

敗
一
。
而
不
レ
忍
二
離
背
一
、
因
招
二
憂
患
一
。
豈
非
レ
天
乎
。⽜

所
引
の
⽛
親
王
伝
⽜
と
内
容
上
の
対
応
が
見
え
る
の
は
、
Ａ
と
同
じ
く
⽝
続

後
紀
⽞
承
和
九
年
七
月
二
十
三
日
条
で
あ
る
。

●
勅
使
左
近
衛
少
将
藤
原
朝
臣
良
相
率
二
近
衛
卌
人
一
、
囲
二
守
皇
太
子
直

曹
一
。〈
于
レ
時
天䀝

皇䀝

権
二
御
冷
然
院
一
、皇
太
子
従
レ
之
。〉喚
二
集
帯
刀
等
一
、

令
レ
脱
二
兵
仗
一
、
積
二
置
於
勅
使
前
一
。
又
直
曹
前
右
兵
衛
陣
下
張
二
幄
一

宇
一
、
散
二
禁
坊
司
及
侍
者
帯
刀
等
於
其
中
一
、
自
余
雑
色
諸
人
散
二
禁
於

左
右
衛
門
陣
一
。
…
…
（
後
略
）。
な
お
〈

〉
部
分
は
小
字
双
行
。

（
講
談
社
学
術
文
庫
・
下
・
53
頁
)

恒
貞
が
仁
明
に
従
っ
て
冷
然
院
に
出
向
い
て
い
た
と
い
う
内
容
は
、⽛
親
王

伝
⽜
と
⽝
続
後
紀
⽞
い
ず
れ
も
が
載
せ
る
。
し
か
し
、⽛
親
王
伝
⽜
で
は
仁
明
の

呼
称
を
⽛
天䀝

子䀝

⽜
と
す
る
の
に
対
し
、⽝
続
後
紀
⽞
は
⽛
天䀝

皇䀝

⽜
と
す
る
。⽛
天

子
⽜
と
は
天
帝
の
子
の
意
で
、
天
命
を
受
け
て
天
下
を
治
め
る
君
主
を
指
す
、

い
わ
ゆ
る
君
主
号
で
あ
る
。⽛
親
王
伝
⽜
と
⽝
続
後
紀
⽞
と
を
対
照
さ
せ
て
み
た

時
、
こ
の
よ
う
に
呼
称
の
差
異
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
そ

も
そ
も
君
主
号
と
し
て
の
⽛
天
子
⽜／⽛
天
皇
⽜
と
い
う
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。

主
に
古
代
史
学
に
お
い
て
、⽛
天
皇
⽜
は
君
主
号
と
し
て
の
そ
の
成
立
が
今
日

に
至
る
ま
で
議
論
の
対
象
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
本
位
田
菊
士
氏
は
、
異
姓

間
の
革
命
・
禅
譲
を
肯
定
す
る
思
想
（
非
血
統
的
継
承
、
易
姓
革
命
）
を
背
景

と
す
る
⽛
皇
帝
⽜
と
い
う
帝
号
が
日
本
支
配
者
層
に
は
受
容
し
が
た
い
も
の
で

あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
し
（
12
）、
川
口
勝
康
氏
も
⽛
儀
制
令
⽜
天
子
条
に
見
え
る

⽛
天
子
⽜
が
唐
令
の
⽛
皇
帝
＝
天
子
⽜
と
は
位
相
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
主
張
し
て
い
る
（
13
）。
今
は
天
皇
制
そ
の
も
の
を
め
ぐ
る
議
論
に
ま
で
は
立

ち
入
ら
な
い
が
、⽛
天
子
⽜（
＝
中
国
皇
帝
）
と
⽛
天
皇
⽜
は
単
な
る
君
主
号
の

翻
訳
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
同
じ
次
元
に
あ
る
と
は
見
な
し
が
た
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
14
）。

⽛
天
子
⽜
と
⽛
天
皇
⽜
と
の
間
に
存
す
る
如
上
の
差
異
に
つ
い
て
、
史
学
史
的

問
題
は
ま
だ
十
分
に
残
る
も
の
の
、
本
稿
で
は
あ
く
ま
で
も
⽛
テ
キ
ス
ト
と
し

て
⽜
い
か
な
る
表
現
性
を
帯
び
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
を
重
視
し
た
い
。
問

題
と
す
べ
き
は
、
現
存
の
⽛
親
王
伝
⽜
全
体
に
六
例
が
見
ら
れ
る
⽛
天
子
⽜
と

い
う
呼
称
で
あ
る
が
、
全
て
⽛
在
位
中
の
天
皇
⽜
を
示
す
表
現
と
し
て
機
能
し

て
い
る
の
に
対
し
、⽛
天
皇
⽜
と
い
う
呼
称
は
原
則
と
し
て
回
想
的
場
面
（
い
わ

ば
大
過
去
）
や
、
太
上
天
皇
を
示
す
場
合
の
み
に
用
い
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
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と
い
う
点
な
の
で
あ
る
（
15
）。

一
方
、
六
国
史
を
紐
解
い
て
い
け
ば
、
正
史
叙
述
の
側
に
も
⽛
天
子
⽜
と
い

う
表
現
の
出
現
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

◇
大
伴
金
村
大
連
、
乃
跪
上
二
天䀝

子䀝

鏡
剣
璽
符
一
再
拝
。

（⽝
日
本
書
紀
⽞
継
体
天
皇
元
年
二
月
四
日
／
岩
波
文
庫
③
・
455
頁
）

◇
遂
到
二
于
京
一
、
奉
レ
覲
二
天䀝

子䀝
一
。
於
是
、
東
宮
監
門
郭
丈
挙
、
悉
問
二
日

本
国
之
地
里
及
国
初
之
神
名
一
。
(同
・
白
雉
五
年
二
月
／
同
④
・
525
頁
)

◇
僧
玄
昉
死
。
玄
昉
、
俗
姓
阿
刀
氏
。
霊
亀
二
年
、
入
唐
学
問
。
唐
天䀝

子䀝

尊
レ
昉
、
准
二
三
品
一
、
令
レ
着
二
紫
袈
裟
一
。

（⽝
続
日
本
紀
⽞
天
平
十
八
年
六
月
十
八
日
／
新
日
本
古
典
文
学
大
系
③
・

28
～
30
頁
）

し
か
し
、⽝
書
紀
⽞
や
⽝
続
紀
⽞
に
お
い
て
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
国
皇
帝
を

指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
う
で
は
な
い
残
り
の
例
も
、
実
在
性
・
具
体
性
に
乏
し

く
、⽛
為
政
者
⽜
を
概
念
的
に
指
す
よ
う
な
⽛
天
子
⽜
で
あ
る
に
留
ま
る
。⽝
後

紀
⽞
は
少
し
事
情
が
違
っ
て
い
て
、
全
六
例
の
う
ち
、⽛
射
、
天
子
不
レ
御
。⽜（
大

同
元
年
正
月
十
七
日
）
と
⽛
天
子
於
二
掖
庭
一
曲
宴
。
翫
二
殿
前
桜
華
一
也
、
后
宮

弁
二
設
珍
物
一
。⽜（
天
長
八
年
二
月
十
六
日
・
逸
文
）
の
二
例
（
16
）の
み
が
、
前
者
は

桓
武
、
後
者
は
淳
和
と
実
在
す
る
天
皇
を
指
す
表
現
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、

残
り
の
四
例
は
中
国
皇
帝
を
指
す
も
の
な
ど
で
、
我
が
国
の
天
皇
を
具
体
的
に

指
し
示
す
表
現
で
は
な
い
。⽝
続
後
紀
⽞
で
は
、
例
え
ば
⽝
孝
経
援
神
契
⽞
の
引

用
部
分
で
あ
っ
た
り
（
承
和
元
年
正
月
十
六
日
）、
中
国
皇
帝
に
対
す
る
呼
称
で

あ
っ
た
り
（
承
和
六
年
九
月
二
十
八
日
）
と
、
日
本
の
天
皇
そ
の
も
の
を
指
す

例
は
ま
た
し
て
も
見
当
た
ら
な
く
な
る
。⽝
文
徳
実
録
⽞
で
も
、⽛
君
後
当
レ
為
二

天
子
及
皇
后
之
母
一
。⽜（
嘉
祥
三
年
五
月
五
日
）
や
⽛
我
当
来
生
得
レ
作
二
天

子
一
。⽜（
同
月
同
日
）
な
ど
、
漠
然
と
⽛
皇
位
⽜
を
示
す
の
み
に
留
ま
る
表
現
が

多
く
、
実
在
す
る
在
位
中
の
天
皇
を
指
し
示
す
と
解
し
得
る
例
は
見
当
た
ら
な

い
。⽝

三
代
実
録
⽞
ま
で
来
る
と
、
実
在
の
天
皇
を
具
体
的
に
指
し
示
す
例
も
漸
増

し
、⽛
天
子
於
二
内
殿
一
灌
仏
。⽜（
貞
観
元
年
四
月
八
日
）⽛
奏
二
聞
事
由
於
天

子
一
。⽜（
貞
観
九
年
七
月
十
二
日
）
と
い
っ
た
例
は
、⽛
天
皇
⽜
と
意
味
内
容
の

上
で
等
質
な
表
現
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、⽝
三
代
実
録
⽞
中
の
用

例
全
体
を
見
通
せ
ば
、
や
は
り
具
体
性
に
欠
け
て
い
る
も
の
が
そ
の
中
心
で
あ

る
、
す
な
わ
ち
⽛
天
子
⽜／⽛
天
皇
⽜
と
い
う
呼
称
の
区
別
に
つ
い
て
結
局
は
、

そ
れ
以
前
の
五
国
史
と
同
様
の
傾
向
に
落
ち
着
く
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で

あ
る
。
な
お
、
九
世
紀
ま
で
を
対
象
に
、
六
国
史
以
外
の
歴
史
文
献
も
調
査
し

た
も
の
の
⽛
天
皇
⽜
と
意
味
内
容
の
上
で
交
換
可
能
な
⽛
天
子
⽜
の
例
は
、
管

見
に
入
ら
な
か
っ
た
。

こ
こ
ま
で
六
国
史
を
中
心
に
、
歴
史
史
料
に
見
え
る
⽛
天
子
⽜
が
い
か
な
る

文
脈
の
も
と
に
出
現
す
る
の
か
を
確
認
し
た
が
、
歴
史
叙
述
に
お
い
て
は
⽛
天

子
⽜
と
⽛
天
皇
⽜
に
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、
め
い
め
い
に
固
有
の
文
脈

が
見
て
取
れ
る
こ
と
が
帰
納
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
後
者
が
単

に
実
在
の
⽛
す
め
ら
み
こ
と
⽜
を
標
示
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
前
者
は
、

中
国
皇
帝
を
指
す
場
合
以
外
、
実
在
性
や
具
体
性
に
乏
し
く
抽
象
度
の
高
い
、

い
わ
ば
概
念
と
し
て
の
⽛
天
皇
⽜
や
⽛
為
政
者
⽜
を
専
ら
表
す
よ
う
な
表
現
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、〈
文
〉
の
み
な
ら
ず
〈
史
〉
に
も
明
る

か
っ
た
は
ず
の
⽛
親
王
伝
⽜
の
撰
者
が
一
体
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
抽
象
度
の
高
い

表
現
形
式
を
、
あ
え
て
実
在
す
る
天
皇
の
呼
称
と
し
て
選
ん
だ
の
か
、
と
い
う

こ
と
が
問
題
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
⽛
親
王
伝
⽜
に
お
い
て
、
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実
在
性
や
具
体
性
を
捨
象
な
い
し
価
値
判
断
の
上
位
に
は
置
か
ず
し
て
、
よ
り

⽛
朧
化
し
た
⽜
表
現
を
選
ん
だ
、
と
い
う
撰
者
の
表
現
意
識
が
見
て
取
れ
る
だ
ろ

う
し
、
考
察
Ａ
で
述
べ
た
ご
と
く
⽛
朧
化
⽜
表
現
が
テ
キ
ス
ト
に
〈
文
学
〉
性

を
付
与
し
得
る
点
を
も
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
か
よ
う
な
表
現
性
に
こ
そ
〈
史
〉

と
〈
文
〉
と
の
差
異
を
看
取
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
如
上
の
表
現
性
を
帯
び
た
⽛
天
子
⽜
と
い
う
語
で
あ
る
が
、
例
え
ば

⽝
日
本
古
典
文
学
大
系
⽞
に
お
け
る
⽝
書
紀
⽞
注
釈
で
は
⽛
み
か
ど
⽜
の
ル
ビ
、

い
わ
ゆ
る
⽛
古
訓
⽜
が
付
さ
れ
て
い
る
。⽝
書
紀
⽞
の
現
存
写
本
に
は
多
く
の
古

訓
点
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
論
点
に
即
せ
ば
、
平
安
朝
に
お
け
る
古

訓
こ
そ
が
問
題
と
な
ろ
う
。

鎌
倉
時
代
よ
り
古
い
と
さ
れ
る
⽝
書
紀
⽞
古
点
本
の
う
ち
、
院
政
期
に
成
立

し
た
と
見
ら
れ
る
図
書
寮
本
⽝
日
本
書
紀
⽞
に
は
紀
伝
道
博
士
家
の
大
江
氏
に

よ
る
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
（
17
）が
、
注
目
す
べ
き
は
、
巻
十
二
・
履
中
紀
と
巻
十

五
・
顕
宗
紀
に
そ
れ
ぞ
れ
、⽛
天
子
ミ
カ
ト

之
百
姓

オ
ホ
ム
タ
カ
ラ

⽜⽛
天
子
ミ
カ
ト

⽜
の
古
訓
が
見
え
る
点

で
あ
る
。
当
該
場
面
の
⽛
天
子
⽜
で
あ
る
が
、
履
中
紀
で
は
⽛
天
子
の
百
姓
⽜

が
車
持
部
の
比
喩
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
の
⽛
天
子
⽜
は
特
定
・
実
在
の

⽛
天
皇
⽜
で
は
な
く
漠
然
と
⽛
為
政
者
⽜
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
顕
宗
紀

で
も
、⽛
況
む
や
吾
立
ち
て
天
子
た
る
こ
と
今
に
二
年
…
…
⽜
と
、
概
念
と
し
て

の
⽛
為
政
者
⽜・⽛
皇
位
⽜
を
示
す
表
現
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
平
安
時
代
末
ま
で
に
成
立
し
た
⽝
書
紀
⽞
古
点
本
に
見
え
る
訓

読
・
訓
点
に
、
訓
法
上
の
古
態
性
を
看
取
し
得
る
と
い
う
指
摘
が
国
語
学
（
訓

点
語
学
）
の
側
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
築
島
裕
氏
は
、⽛
日
本
書
紀
の
古

訓
は
或
い
は
平
安
初
期
の
頃
に
（
少
く
と
も
現
存
本
の
如
き
形
態
が
）
固
定
し

た
と
考
へ
る
可
能
性
も
あ
り
さ
う
で
あ
る
⽜
と
述
べ
て
い
る
し
（
18
）、
加
え
て
石
塚

晴
通
氏
も
⽛
こ
れ
等
は
図
書
寮
本
の
前
の
段
階
で
既
に
或
る
程
度
生
じ
て
ゐ
た

も
の
と
考
へ
ら
れ
る
⽜と
す
る
（
19
）。
さ
ら
に
小
林
芳
規
氏
は
、特
に
大
江
家
の⽝
書

紀
⽞
訓
読
に
つ
い
て
、
①
兼
夏
本
神
代
紀
の
⽛
江
⽜
注
記
と
、
②
図
書
寮
本
舒

明
紀
に
見
え
る
訓
点
を
分
析
し
、⽛
将
⽜⽛
当
⽜
な
ど
の
再
読
字
を
再
読
し
な
い

点
な
ど
を
挙
げ
て
、⽛
院
政
時
代
の
日
本
書
紀
古
点
本
の
訓
法
に
は
、
助
字
の
如

き
、
漢
字
と
和
訓
と
に
対
応
関
係
の
存
す
る
部
分
に
も
、
漸
次
少
し
ず
つ
新
訓

法
が
加
入
さ
れ
て
来
る
。
…
…
（
中
略
）。
し
か
し
、
江
家
の
日
本
書
紀
の
訓
法

に
は
未
だ
そ
の
影
響
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
⽜
と
指
摘
す
る
（
20
）。
な
お
、
小
林

氏
は
、
こ
の
よ
う
な
古
態
性
の
背
景
を
、⽝
書
紀
⽞
は
⽛
平
安
中
期
以
降
、
卜
部

家
訓
説
よ
り
前
に
は
絶
え
ず
講
究
さ
れ
る
こ
と
も
少
く
、
儀
式
的
な
も
の
と
し

て
、
旧
態
を
尊
ぶ
こ
と
が
重
ん
ぜ
ら
れ
た
⽜
た
め
と
し
て
い
る
。

図
書
寮
本
の
加
点
（
移
点
）
時
期
そ
れ
自
体
は
院
政
期
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

国
語
学
の
か
よ
う
な
指
摘
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
⽛
天
子
ミ
カ
ト

⽜
の
訓
も
そ
れ
以
前
、

す
な
わ
ち
平
安
朝
前
期
の
様
態
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
、
も
は
や
可
能
性
の

域
を
超
え
て
十
分
蓋
然
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
（
21
）。

か
く
し
て
、
具
体
性
や
実
在
性
に
乏
し
く
、
抽
象
的
に
⽛
為
政
者
⽜、
す
な
わ

ち
概
念
と
し
て
の
⽛
天
皇
⽜
を
意
味
す
る
表
現
と
し
て
機
能
し
て
い
る
⽛
天
子
⽜

に
⽛
ミ
カ
ド
⽜
の
古
訓
が
見
え
る
事
実
は
示
唆
に
富
む
。⽛
親
王
伝
⽜
内
部
に
お

け
る
君
主
号
へ
の
意
識
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
の
撰
者
は
、
実
在
す
る
個
別
の
天
皇

を
指
す
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
具
体
性
に
は
力
点
を
置
か
ず
、
あ
く
ま
で
そ

の
天
皇
⽛
性
⽜
な
い
し
為
政
者
⽛
性
⽜
そ
れ
自
身
を
前
景
化
さ
せ
る
こ
と
を
⽛
親

王
伝
⽜
の
中
で
意
図
し
て
い
た
、
と
言
い
得
る
点
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
、
今
確
認
し
た
⽝
書
紀
⽞
古
訓
が
伝
え
る
⽛
ミ
カ
ド
⽜
を
考
え
合
わ
せ

る
時
、
君
主
号
の
呼
称
と
い
う
点
に
明
確
な
区
別
意
識
が
見
え
る
⽛
親
王
伝
⽜
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が
描
く
天
皇

―
具
体
的
に
は
仁
明

―
は
⽛
す
め
ら
み
こ
と
⽜
で
は
な
く

⽛
み
か
ど
⽜
で
あ
っ
た
、
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

平
安
朝
中
期
に
至
っ
て
花
開
く
王
朝
物
語
文
学
に
お
い
て
、
天
皇
＝
為
政
者

を
指
す
⽛
帝
⽜
は
独
自
の
世
界
、
虚
構
の
国
家
を
構
築
し
て
い
る
と
い
う
指
摘

が
あ
る
（
22
）。
こ
れ
は
十
分
認
め
て
よ
い
言
説
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
見
ら
れ

る
虚
構
へ
の
指
向
性
は
、⽛
親
王
伝
⽜
に
お
け
る
⽛
天
子
⽜
と
い
う
表
現
形
式
が

事
実
性
を
捨
象
す
る
方
向
に
あ
る
と
い
う
本
稿
の
指
摘
と
重
な
ろ
う
。
高
橋
亨

氏
も
⽛
一
般
的
に
み
て
、⽛
み
か
ど
⽜⽛
う
ち
⽜⽛
う
へ
⽜
な
ど
は
私
的
な
身
内
に

お
け
る
表
現
で
、⽛
天
皇
⽜
や
⽛
帝
王
⽜⽛
す
め
ろ
ぎ
⽜
な
ど
は
公
的
な
か
し
こ

ま
っ
た
性
格
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
⽜
と
述
べ
る
が
（
23
）、
例
え
ば
平
安
朝
の
物
語
に

象
徴
さ
れ
る
ご
と
く
、〈
文
学
〉
と
い
う
営
為
自
身
が
既
に
⽛
私
的
⽜
な
も
の
で

あ
る
こ
と
は
今
更
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
か
よ
う
に
、⽛
親
王
伝
⽜
に
描
か
れ
る

天
皇
が
、呼
称
の
区
別
に
お
け
る⽛
公
／
私
⽜と
い
う
二
元
的
図
式
の
中
で⽛
私
⽜

に
属
す
る
⽛
天
子
ミ
カ
ト

⽜
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
も
、〈
文
学
〉
性
な
い
し
〈
文
学
〉

意
識
が
⽛
親
王
伝
⽜
の
テ
キ
ス
ト
に
結
実
し
て
い
る
と
言
え
は
し
な
い
だ
ろ
う

か
。

四

表
現
を
め
ぐ
る
考
察
Ｃ

最
後
に
、
考
察
Ａ
・
Ｂ
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
、⽛
親
王
伝
⽜
独
自
の
内
容

を
伝
え
る
記
述
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
さ
し
あ
た
っ
て
は
、
あ
る
⽛
表
現
⽜

を
抽
出
せ
ん
と
す
る
問
題
意
識
や
発
問
、
あ
る
い
は
立
論
そ
れ
自
体
、
一
歩
間

違
え
ば
恣
意
的
な
も
の
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
危
惧
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

〈
文
学
〉
と
の
関
わ
り
を
重
視
し
、
そ
の
詳
細
は
個
別
の
表
現
に
即
し
て
説
明
し

よ
う
。

○
昔䀝

者䀝

天
平
末
、
大
臣
吉
備
真
吉
備
、
勧
二
高
野
天
皇
一
、
幸
二
大
学
一
行
二
此

礼
一
。
其
後
八
十
余
年
、
廃
而
不
レ
行
。
今
太
子
心
存
二
興
復
一
、
亦
甚
為
レ

佳
。

所
引
の
⽛
親
王
伝
⽜
は
全
て
の
現
存
本
に
お
け
る
冒
頭
部
分
だ
が
、
直
前
に

欠
文
の
あ
る
こ
と
を
最
初
に
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
行
本
⽝
続

群
書
類
従
⽞
は
当
該
箇
所
の
直
前
に
〔
旧
本
巻
首
一
葉
闕
〕
と
記
し
、
京
都
大

学
附
属
図
書
館
蔵
⽛
恒
貞
親
王
伝
残
編
⽜（
貞
享
二
年
書
写
）
に
も
同
様
に
⽛
旧

本
巻
首
一
葉
闕
⽜の
注
記
が
あ
る
。
前
掲
注
⚔
後
藤
論
文
は
、⽝
後
拾
遺
往
生
伝
⽞

の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
そ
の
直
前
部
を
⽛
太
子
（
恒
貞
）
従
容
奏
曰
、
皇
太
子

当
二
釈
奠
一
礼
二
大
学
一
、
是
旧
儀
也
。
此
礼
久
廃
。
未
レ
知
二
所
以
一
也
。
天
皇

（
仁
明
）
勅
曰
、⽜
と
補
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
続
く
記
述
も
多
少
の
本
文
異
同

こ
そ
あ
れ
⽝
続
群
書
類
従
⽞
所
収
テ
キ
ス
ト
と
同
内
容
を
示
し
て
い
る
点
か
ら
、

稿
者
も
後
藤
昭
雄
氏
の
校
訂
、
そ
し
て
⽛
釈
奠
に
際
し
て
の
天
皇
幸
学
、
皇
太

子
視
学
は
、
奈
良
朝
末
期
以
来
、
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
恒
貞
親
王

は
皇
太
子
と
し
て
こ
れ
を
再
興
し
た
⽜
と
い
う
解
釈
に
従
う
。

さ
て
、
今
取
り
上
げ
る
べ
き
表
現
と
し
て
、
語
り
出
し
の
⽛
昔
者
⽜
に
注
目

し
た
い
。
多
く
⽛
む
か
し
⽜⽛
い
に
し
へ
⽜
な
ど
と
訓
ま
れ
る
表
現
で
あ
り
、⽛
親

王
伝
⽜
中
に
は
こ
れ
を
含
め
三
例
（⽛
親
王
昔䀝

者䀝

受
二
史
伝
…
…
⽜／⽛
語
云
、⽝
昔䀝

者䀝

荊
軻
為
二
燕
太
子
一
…
…
⽞⽜）
が
見
ら
れ
る
。
か
か
る
⽛
昔
者
⽜
が
見
え
る
著

名
な
〈
文
学
〉
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、⽝
万
葉
集
⽞
巻
十
六
⽛
由
縁
あ
る
雑
歌
（
24
）⽜

が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

◇
昔䀝

者䀝

有
二
娘
子
一
。
字
曰
二
桜
児
一
也
。
于
時
有
二
二
壮
士
一
。
共
誂
二
此

娘
一
、
而
捐
レ
生
挌
競
、
貪
レ
死
相
敵
。
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（⽝
万
葉
集
⽞三
七
八
六
・
三
七
八
七（
題
詞
）／
新
日
本
古
典
文
学
大
系
④
・

12
頁
）

か
よ
う
に
、
巻
十
六
の
題
詞
に
三
例
（
三
八
〇
三
、
三
八
〇
四
）、
左
注
に
一

例
（
三
八
〇
八
）
見
え
、
そ
の
他
⽝
風
土
記
⽞（
豊
後
国
、
肥
前
国
、
逸
文
）
と

い
っ
た
上
代
文
献
に
見
出
さ
れ
る
表
現
で
あ
る
。

さ
ら
に
、⽛
親
王
伝
⽜
の
成
立
か
ら
そ
う
下
ら
な
い
時
期
に
成
立
し
た
と
思
し

き
⽝
伊
勢
物
語
⽞
の
⽛
昔
、
…
…
⽜
や
⽝
竹
取
物
語
⽞
の
⽛
今
は
昔
、
…
…
⽜

と
い
っ
た
語
り
出
し
、
す
な
わ
ち
時
間
的
な
言
及
を
含
む
冒
頭
表
現
も
想
起
さ

れ
て
こ
よ
う
。
か
く
し
て
、
近
接
し
て
誕
生
す
る
仮
名
散
文
文
学
と
の
関
連
が

認
め
ら
れ
る
点
に
お
い
て
も
、
こ
の
⽛
昔
者
む
か
し

⽜
は
〈
文
学
〉
的
問
題
を
孕
ん
で

い
る
と
言
え
よ
う
。

勿
論
、〈
文
学
〉テ
キ
ス
ト
に
多
く
例
を
求
め
得
る
と
い
う
理
由
で
即
座
に〈
文

学
〉
的
な
表
現
で
あ
る
、
と
断
言
す
る
の
は
軽
率
で
あ
り
、
以
下
に
掲
出
す
る

例
を
見
て
も
、⽛
昔
者
む
か
し

⽜
と
は
一
般
的
な
〈
文
学
〉
作
品
に
固
有
の
表
現
だ
と
い

う
わ
け
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
試
し
に
六
国
史
を
検
す
れ
ば
、
十
八
（
25
）の
例
が
見

ら
れ
る
。
そ
の
幾
何
か
を
左
に
掲
出
し
よ
う
。

◇
太
政
官
奏
、⽛
懸
像
失
レ
度
、
亢
旱
弥
レ
旬
。
…
…
（
中
略
）。
昔䀝

者䀝

、
周
王

遇
レ
旱
、
有
二
雲
漢
之
詩
一
。
…
…
⽜

（⽝
続
日
本
紀
⽞
霊
亀
元
年
六
月
十
二
日
／
新
日
本
古
典
文
学
大
系
①
・
230

頁
）

◇
天
皇
禅
二
位
于
氷
高
内
親
王
一
。
詔
曰
、⽛
乾
道
統
レ
天
、
文
明
於
レ
是
馭
レ

暦
。
大
宝
曰
レ
位
。
震
極
所
以
居
レ
尊
。
昔䀝

者䀝

、
揖
讓
之
君
、
旁
求
歴
試
、

干
戈
之
主
、
継
レ
体
承
レ
基
、
貽
二
厥
後
昆
一
、
克
隆
二
鼎
祚
一
。
…
…
⽜

（
同
・
霊
亀
元
年
九
月
二
日
／
同
①
・
232
～
234
頁
）

◇
陸
奥
国
牡
鹿
郡
俘
囚
外
少
初
位
上
勲
七
等
大
伴
部
押
人
言
、⽛
伝
聞
、⽝
押

人
等
本
是
紀
伊
国
名
草
郡
片
岡
里
人
也
。
昔䀝

者䀝

、
先
祖
大
伴
部
直
征
レ
夷

之
時
、
到
二
於
小
田
郡
嶋
田
村
一
而
居
焉
。
…
…
（
中
略
）⽜。
許
レ
之
。

（
同
・
神
護
景
雲
三
年
十
一
月
二
十
五
日
／
同
④
・
270
頁
）

◇
正
四
位
下
因
幡
権
守
南
淵
朝
臣
永
河
卒
。
…
…
（
中
略
）。
昔䀝

者䀝

嵯
峨
太

上
天
皇
在
藩
之
時
、
与
二
朝
野
鹿
取
、
小
野
岑
守
、
菅
原
清
人
等
一
、
共
侍
二

読
書
一
。
…
…
（
中
略
）。
卒
時
年
八
十
一
。

（⽝
日
本
文
徳
天
皇
実
録
⽞
天
安
元
年
十
月
十
二
日
／
新
訂
増
補
国
史
大

系
・
103
頁
）

⽝
続
紀
⽞
に
十
例
、⽝
文
徳
実
録
⽞
に
三
例
、⽝
三
代
実
録
⽞
に
五
例
が
見
え
る

が
、
例
え
ば
霊
亀
元
年
九
月
の
記
事
は
元
明
に
よ
る
氷
高
内
親
王

ひ
た
か
の
ひ
め
み
こ

（
＝
元
正
）

へ
の
譲
位
の
⽛
詔
⽜
で
あ
る
し
、
神
護
景
雲
三
年
の
記
事
も
、
大
伴
部

お
ほ
と
も
べ
の

押お
し

人ひ
と

に

よ
る
⽛
上
言
⽜（
の
中
に
見
え
る
引
用
文
）
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
⽛
上
言
⽜
は
、

俘
囚
か
ら
調
庸
民
、
す
な
わ
ち
公
民
へ
と
身
分
を
変
更
し
て
も
ら
う
よ
う
願
い

出
た
も
の
。
か
く
の
ご
と
く
、⽝
続
紀
⽞
で
は
例
外
な
く
詔
・
勅
・
上
表
・
卒
伝

な
ど
地
の
文
で
は
な
い
箇
所
に
立
ち
現
れ
て
く
る
こ
と
が
判
明
し
、
続
く
⽝
文

徳
実
録
⽞
と
⽝
三
代
実
録
⽞
に
お
い
て
も
、
か
な
り
の
割
合
で
薨
卒
伝
や
台
詞
・

発
話
の
中
に
見
え
る
と
い
う
点
、
傾
向
と
し
て
は
結
局
⽝
続
紀
⽞
の
場
合
と
同

断
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
六
国
史
中
に
お
い
て
⽛
昔
者
⽜
が
し
ば
し
ば
出
現
す
る
文
脈
、
す
な

わ
ち
詔
・
勅
・
上
表
、
あ
る
い
は
卒
伝
は
、
地
の
文
と
比
較
し
て
、
ど
の
よ
う

な
特
徴
を
持
っ
て
い
て
、
ま
た
い
か
な
る
言
説
と
し
て
具
体
的
に
定
位
さ
れ
得

る
の
か
。
や
や
長
く
な
る
が
、
坂
本
太
郎
氏
の
指
摘
を
仰
ぐ
（
26
）。

史
実
の
取
捨
選
択
を
行
な
う
と
と
も
に
、
文
に
潤
色
改
刪
を
施
し
た
も
の



― 11 ―

で
あ
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
文
学
的
要
素
の
加
わ
る
余
地
を
開
い
て
い

る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
事
実
を
挙
示
し
、精
神
を
高
揚
す
る
た
め
に
、

文
を
練
り
辞
を
修
し
、
そ
の
書
に
よ
っ
て
後
世
の
今
を
見
る
こ
と
、
な
お

今
の
昔
を
見
る
よ
う
に
し
た
い
と
、
読
者
の
理
解
と
共
感
を
求
め
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
表
現
の
苦
心
は
文
学
者
の
創
作
に
あ
た
る
苦
心
と
同
じ
で

あ
り
、
文
学
的
な
活
動
の
重
要
な
要
素
が
そ
こ
に
見
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
具
体
的
な
事
実
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ま
ず
個
人
の

伝
記
で
あ
る
。
…
（
中
略
）。
次
に
詔
・
勅
・
官
符
・
奏
言
・
上
表
・
願
文

の
類
…
…
（
後
略
）。

以
上
、
坂
本
氏
は
六
国
史
中
の
詔
・
勅
・
上
表
な
ど
、
そ
の
表
現
中
に
⽛〈
文

学
〉
性
⽜
の
存
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
十
分
肯
わ
れ
る
べ
き
指
摘
で
あ

ろ
う
。
目
下
問
題
に
し
て
い
る
⽛
昔
者
⽜
と
い
う
表
現
形
式
が
六
国
史
に
お
い

て
、
坂
本
氏
の
指
摘
の
ご
と
く
多
く
の
文
飾
や
修
辞
を
伴
う
言
説
で
あ
る
詔
・

勅
・
上
表
と
い
っ
た
文
脈
の
中
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
か
か

る
表
現
形
式
が
〈
文
学
〉
性
を
有
す
る
こ
と
の
傍
証
た
り
得
よ
う
。

な
お
、⽛
親
王
伝
⽜
に
は
⽛
昔
者
む
か
し

⽜
と
類
似
す
る
、
過
去
を
示
す
表
現
と
し
て

⽛
初
⽜
と
い
う
語
が
四
例
見
え
る
。
た
だ
し
、
う
ち
一
例
は
⽛
以
前
⽜
と
い
っ
た

意
味
に
は
解
せ
な
い
の
で
、
左
に
掲
出
し
な
い
。

◇
初
天
長
九
年
、
親
王
年
始
八
歳
。
猶
保
育
在
二
於
内
裏
一
。
嵯
峨
太
上
天

皇
聴
二
其
好
音
一
、
召
令
レ
弾
レ
琴
。

◇
親
王
初
在
二
東
宮
一
、
尤
好
二
図
画
一
。
或
進
二
偃
息
図
一
巻
一
。

◇
初
元
慶
末
、
天
子
遜
二
於
陽
成
院
一
。
時
太
政
大
臣
昭
宣
公
、
属
二
心
於
親

王
一
。

し
か
し
、
右
に
掲
げ
た
三
例
を
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
⽛
初
⽜
は
先
に
挙
げ
た

⽛
昔
者
⽜
よ
り
も
具
体
的
な
過
去
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。⽛
昔
者
⽜
と

⽛
初
⽜
に
は
、
そ
れ
が
表
す
具
体
性
の
程
度
と
い
う
点
に
お
い
て
、
決
し
て
同
列

に
は
語
り
得
な
い
違
い
が
存
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
二
者
を
比

較
し
て
み
れ
ば
、⽛
親
王
伝
⽜
中
の
⽛
昔
者
⽜
と
い
う
表
現
は
、
よ
り
抽
象
度
の

高
く
、
漠
然
と
し
た
過
去
を
示
す
機
能
を
担
っ
て
い
る
、
と
定
義
で
き
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
同
時
代
な
い
し
は
後
代
の
⽛
和
⽜
文
の
〈
文
学
〉
作
品
に
も
繋

が
っ
て
く
る
と
い
う
点
に
お
い
て
〈
文
学
〉
的
問
題
を
内
包
す
る
⽛
昔
者
⽜
が
、

六
国
史
の
例
を
帰
納
す
る
に
文
飾
や
潤
色
が
多
く
施
さ
れ
る
文
脈
に
立
ち
現
れ

る
表
現
形
式
で
あ
る
こ
と
、
加
え
て
、⽛
親
王
伝
⽜
に
お
い
て
具
体
性
・
実
体
性

を
離
れ
、よ
り
抽
象
的
な
過
去
を
指
向
す
る
表
現
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
、

こ
の
二
つ
の
表
現
性
に
〈
文
学
〉
的
意
義
、
あ
る
い
は
〈
文
学
〉
の
萌
芽
を
見

出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
先
に
そ
の
表
現
上
の
繋
が
り
が
あ
る
点
を
言
及
し

た
、⽛
和
⽜
文
の
〈
文
学
〉
の
語
り
口
に
つ
い
て
、
室
伏
信
助
氏
の
指
摘
は
次
の

ご
と
く
な
る
（
27
）。

従
っ
て
⽛
昔
⽜
と
い
う
時
制
は
、
そ
の
中
に
存
在
す
る
対
象
（
こ
こ
で
は

翁
）
と
直
接
つ
な
が
り
得
る
距
離
を
表
す
も
の
と
し
て
措
定
さ
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、⽝
竹
取
物
語
⽞
で
は
⽛
今
は
昔
⽜
と
言
い
、⽛
き
⽜
で
は
な
い
⽛
け

り
⽜
で
そ
れ
を
承
け
て
い
る
。
…
（
中
略
）。
文
学
史
の
上
で
、
王
朝
歌
物

語
の
始
祖
と
も
い
わ
れ
る
⽝
伊
勢
物
語
⽞
が
、
そ
の
冒
頭
表
現
の
多
く
に

⽛
昔
、
男
あ
り
け
り
⽜
を
用
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
⽛
昔
⽜
は
、
先
に
見
た

漢
文
訓
読
語
圏
の
⽛
昔
⽜
で
は
あ
り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
⽛
昔
⽜

は
⽛
け
り
⽜
で
承
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
⽛
今
は
昔
、
…
…
⽜／⽛
昔
、
…
…
⽜
か
ら
語
り
出
さ
れ
る
⽝
竹
取

物
語
⽞
／
⽝
伊
勢
物
語
⽞
に
つ
い
て
、
ど
ち
ら
も
⽛
昔
⽜
と
⽛
今
⽜
を
峻
別
し
、
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距
離
を
置
く
よ
う
な
意
識
が
見
て
と
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
が
、
無
論
、⽝
竹
取
物
語
⽞
や
⽝
伊
勢
物
語
⽞
と
同
様
に
⽛
親
王
伝
⽜
に
お
け

る
⽛
昔
者
⽜
の
結
び
も
⽛
け
り
⽜
と
し
て
よ
い
と
は
言
い
難
い
し
、
そ
れ
ら
の

〈
文
学
〉
テ
キ
ス
ト
が
あ
く
ま
で
⽛
和
⽜
文
の
⽛
物
語
⽜
で
あ
る
以
上
、
ア
プ
リ

オ
リ
に
⽛
漢
⽜
文
の
⽛
親
王
伝
⽜
と
同
一
視
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
ご
と
く
⽛
親
王
伝
⽜
に
お
け
る
⽛
昔
者
⽜
が
特
定

可
能
な
具
体
的
過
去
よ
り
も
む
し
ろ
抽
象
的
で
漠
然
と
し
た
過
去
を
指
向
す
る

表
現
で
あ
っ
た
こ
と
自
体
、
事
実
性
を
捨
象
す
る
点
に
お
い
て
〈
文
学
〉
性
を

担
保
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
が
、
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
か
よ
う
な
表
現
性

の
中
に
、
同
時
期
の
〈
文
学
〉
テ
キ
ス
ト
が
⽛
昔
⽜
を
⽛
今
⽜
か
ら
峻
別
し
、

距
離
を
置
こ
う
と
し
た
姿
勢
と
通
底
す
る
も
の
を
見
て
取
る
こ
と
は
決
し
て
不

可
能
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
加
え
て
、⽛
親
王
伝
⽜
中
に
三
例
あ
る
そ
う
し
た

⽛
昔
者
⽜
の
全
て
が
、
正
史
に
見
え
な
い
⽛
親
王
伝
⽜
独
自
の
内
容
を
伝
え
る
箇

所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
も
そ
の
傍
証
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五

結
語

以
上
、⽛
恒
貞
親
王
伝
⽜
に
見
え
る
い
く
つ
か
の
表
現
を
考
察
し
、⽛
闕
二
於
天

子
一
⽜
と
い
う
表
現
に
平
安
文
学
の
特
徴
の
一
つ
と
も
言
え
る
朧
化
性
が
求
め

ら
れ
る
点
や
、⽛
天
子
⽜
の
呼
称
は
事
実
性
を
捨
象
し
、
よ
り
抽
象
的
な
表
現
と

な
る
点
、⽛
昔
者
⽜
と
い
う
語
り
出
し
は
歴
史
叙
述
に
お
い
て
地
の
文
で
は
な
く

文
飾
や
修
辞
を
多
く
伴
う
卒
伝
や
詔
勅
の
ご
と
き
文
脈
に
出
現
す
る
も
の
で
あ

り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
同
時
代
の
〈
文
学
〉
テ
キ
ス
ト
が
過
去
を
今
か
ら
峻
別
し

よ
う
と
し
た
姿
勢
と
相
通
ず
る
も
の
で
も
あ
っ
た
点
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら

が
全
て
〈
文
学
〉
的
萌
芽
た
り
う
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

な
お
、
現
存
の
⽛
親
王
伝
⽜
が
漢
文
⽛
伝
⽜
と
い
う
形
式
で
叙
述
さ
れ
て
い

る
以
上
、
あ
く
ま
で
表
向
き
は
、
具
体
的
で
あ
り
な
お
か
つ
真
実
味
が
あ
る
と

い
う
事
実
性
を
纏
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
認
め
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
だ

が
、
こ
の
⽛
親
王
伝
⽜
は
九
世
紀
後
半
の
文
人
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
思
し
き

テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
中
に
は
歴
史
叙
述
に
携
わ
る
者
も
あ
り
、〈
文
〉

と
〈
史
〉
と
い
ず
れ
の
素
養
も
有
し
て
い
た
。
そ
れ
は
正
史
の
編
者
も
同
様
で

あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
一
体
な
ぜ
、
か
か
る
状
況
に
お
い
て
、
同
じ
内
容
を
記
述

し
よ
う
と
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
漢
文
伝
と
正
史
と
の
間
に
《
表
現

＝
叙
述
の
方
法
》
に
お
い
て
明
確
な
差
異
が
生
じ
て
き
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
は
決
し
て
、
単
に
テ
キ
ス

ト
の
撰
者
／
編
者
が
異
な
る
と
い
う
属
人
性
に
帰
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
表
現
に
見
え
る
表
現
性
は
、従
前
の
研
究
史
が
説
く⽛
正

史
に
は
表
出
不
可
能
な
政
治
的
批
判
意
識
に
よ
っ
て
、
恒
貞
に
好
意
的
な
書
き

方
が
な
さ
れ
た
⽜
と
い
う
ご
と
き
⽛
読
み
⽜
で
は
決
し
て
説
明
し
き
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。⽛
恒
貞
親
王
伝
⽜
ひ
い
て
は
⽛
漢
文
伝
⽜
の
表
現
世
界
の
地
平
を
拡

大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
小
さ
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
表
現
の
具
体
相
を

子
細
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
テ
キ
ス
ト
が
内
包
し
て
い
る
性
格
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

注

（
⚑
）
今
井
源
衛
⽛
漢
文
伝
の
世
界
⽜
同
⽝
今
井
源
衛
著
作
集

第
八
巻
⽞（
平
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一
七
・
十
一
、
笠
間
書
院
。
初
出
：
昭
三
二
）

（
⚒
）
所
功
⽛⽝
恒
貞
親
王
伝
⽞
撰
者
考
⽜
皇
学
館
大
学
人
文
学
会
（
編
）⽛
皇

学
館
論
叢
⽜
二
─
一
（
昭
四
四
・
二
）
参
照
。

（
⚓
）
和
田
英
松
⽝
本
朝
書
籍
目
録
考
証
⽞（
復
刻
版
平
二
・
一
二
、
パ
ル
ト
ス

社
）

（
⚔
）
後
藤
昭
雄
⽛
漢
文
学
史
上
の
親
王
⽜
同
⽝
平
安
朝
漢
文
学
論
考
⽞（
補
訂

版
平
一
七
・
二
、
勉
誠
出
版
。
初
出
：
昭
四
八
）

（
⚕
）
前
掲
注
⚑
今
井
論
文
。

（
⚖
）
⽝
群
書
解
題
⽞
第
四
上
、
伝
部
（
一
）

（
⚗
）
前
掲
注
⚒
所
論
文
。

（
⚘
）
渡
辺
秀
夫
⽛
漢
文
伝
と
史
書
と
物
語
と

―
《
讒
僭
の
廃
太
子
》・⽝
恒

貞
親
王
伝
⽞
断
章

―
⽜
至
文
堂
（
編
）⽛
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
⽜
五

六
─
一
〇
（
平
三
・
一
〇
）

（
⚙
）
前
掲
注
⚑
今
井
論
文
。

（
10
）
⽛
闕
⽜
に
つ
い
て
、⽝
続
群
書
類
従
⽞
と
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
⽛
恒

貞
親
王
伝
残
編
⽜
は
⽛
關
⽜
に
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
⽝
諸
寺

縁
起
集
⽞
は
⽛
開
⽜
に
作
る
が
、
そ
も
そ
も
⽛
開
⽜
で
は
文
意
不
明
と

な
り
、⽛
関
⽜
も
一
見
文
意
が
取
れ
そ
う
な
感
が
あ
る
が
、
六
国
史
等
の

歴
史
史
料
を
検
し
て
み
れ
ば
、
例
え
ば
⽛
且
以
為
、
飛ㅧ

鳥ㅧ

寺ㅧ

不
レ
可
レ

関
二
于
司䀝

治䀝
一
。⽜（⽝
書
紀
⽞
天
武
天
皇
九
年
四
月
）、⽛
其
職
近
二
大
納

言
一
、
事ㅧ

関
二
機䀝

密䀝
一
。⽜（⽝
続
紀
⽞
慶
雲
二
年
四
月
十
七
日
）、⽛
宣
レ
勅

曰
、⽝
汝ㅧ

男ㅧ

乙ㅧ

縄ㅧ

関
二
兇䀝

逆䀝

之䀝

事䀝
一
。
宜
二
禁
進
一
⽞
者
。⽜（
同
・
天
平
宝

字
元
年
七
月
九
日
）
の
ご
と
く
、⽛
△
△
（
動
作
主
体
な
い
し
主
題
）関
二

○
○
（
事
象
）
一
⽜
と
い
う
語
構
成
を
取
る
の
が
一
般
的
な
語
法
な
の
で

あ
り
、
少
な
く
と
も
⽛
関
二
於
…
…
一
⽜
と
い
う
形
式
を
取
る
例
は
一
例

だ
に
求
め
得
な
い
。
も
し
⽛
太
子
（
恒
貞
）〈
ガ
〉
謀
反
〈
ニ
〉
関
わ
っ

て
い
る
⽜と
い
う
内
容
を
示
す
と
し
て
、⽛
太ㅧ

子ㅧ

豈
可
レ
関
二
於
此䀝

謀䀝

反䀝
一
⽜

な
ど
と
あ
る
な
ら
ば
理
解
も
で
き
よ
う
が
、
群
書
類
従
本
と
京
大
本
の

形
態
で
は
、
現
存
本
文
を
肯
定
し
採
用
す
る
理
由
は
見
出
せ
ず
、
本
文

改
訂
の
必
要
性
が
生
じ
る
。
字
体
相
似
に
よ
る
誤
写
の
可
能
性
に
鑑
み

れ
ば
⽛
闕
⽜
と
改
訂
す
る
の
が
最
も
適
当
で
あ
り
、
な
お
か
つ
⽛
闕
二
於

…
…
一
⽜（
…
…
を
／
に
闕
く
）
と
い
う
語
構
成
自
体
は
、⽛
諸
任
レ
官
者
、

同
知
二
職
掌
一
。
或
病
或
使
、
有
レ
闕䀝
二
於䀝

事
一
。⽜（⽝
書
紀
⽞
推
古
天
皇
十

二
年
四
月
三
日
）、⽛
五
色
大
雲
、満
二
覆
於
天
一
、而
闕䀝
二
於䀝

寅
一
。⽜（
同
・

皇
極
天
皇
二
年
正
月
朔
）、⽛
政
未
レ

洽お
よ
ぼ

二
於
南
薫
一
。
化
猶
闕䀝
二
於䀝

東

戸
一
。⽜（⽝
続
紀
⽞
延
暦
四
年
五
月
十
九
日
）
の
ご
と
く
、
六
国
史
内
だ

け
で
も
幾
何
か
の
例
を
得
ら
れ
る
。
附
言
す
れ
ば
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
本

は
鎌
倉
時
代
ま
で
遡
る
古
写
本
で
あ
る
が
、
そ
の
現
存
最
古
の
写
本
に

お
い
て
さ
え
⽝
続
群
書
類
従
⽞
と
同
一
箇
所
に
欠
文
を
残
し
て
い
る
と

い
う
事
実
も
ま
た
、
現
存
本
文
の
限
界
性
と
推
測
批
判
に
よ
る
本
文
整

定
の
必
要
性
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
11
）
山
口
仲
美
⽛
仮
名
文
学
の
朧
化
性
の
問
題
⽜
同
⽝
山
口
仲
美
著
作
集

⚒

言
葉
か
ら
迫
る
平
安
文
学
⚒

仮
名
作
品
⽞（
平
三
〇
・
一
〇
、
風

間
書
房
。
初
出
：
昭
五
三
）。

（
12
）
本
位
田
菊
士
⽛
古
代
日
本
の
君
主
号
と
中
国
の
君
主
号
─
⽛
大
王
⽜
号
・

⽛
天
皇
⽜
号
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
─
⽜
史
学
会
（
編
）⽛
史
学
雑
誌
⽜
九

〇
─
一
二
（
昭
五
六
・
一
二
）

（
13
）
川
口
勝
康
⽛
天
皇
の
成
立
に
つ
い
て

―
天
子
か
ら
天
皇
へ

―
⽜
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東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
（
編
）⽛
人
文
学
報

歴
史
学
編
⽜
三
六
（
平

二
〇
・
三
）

（
14
）
⽛
君
主
号
⽜
を
め
ぐ
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
河
内
春
人
⽝
日
本
古
代
君

主
号
の
研
究

―
倭
国
王
・
天
子
・
天
皇

―
⽞（
平
二
七
・
二
、
八

木
書
店
）
の
序
章
を
参
照
。

（
15
）
た
だ
し
⽛
例
外
⽜
と
し
て
、⽛
奉
二
迎
仁䀝

和䀝
（
ノ
）天䀝

皇䀝
一
⽜
と
い
う
表
現
が

作
品
終
盤
に
見
え
る
。
こ
の
⽛
仁
和
天
皇
⽜
は
光
孝
を
指
す
が
、
六
国

史
等
の
歴
史
文
献
に
も
⽛
○
○
（
年
号
）＋
天
皇
⽜
と
い
う
形
式
の
表
現

は
見
出
せ
ず
、
む
し
ろ
⽛
仁
和
の
帝
⽜
と
い
う
表
現
が
⽝
伊
勢
物
語
⽞

（
第
百
十
四
段
）
や
⽝
古
今
集
⽞
の
題
詞
（
二
一
、
二
四
八
、
三
四
八
、

三
九
六
）
と
い
っ
た
〈
文
学
〉
テ
キ
ス
ト
に
求
め
得
る
の
で
あ
る
。
か

か
る
事
実
も
ま
た
、⽛
伝
⽜
の
〈
文
学
〉
性
に
通
ず
る
。

（
16
）
前
者
は
射
、
後
者
は
後
宮
で
の
曲
宴
と
、
共
に
宮
廷
行
事
に
関
す
る
内

容
で
あ
り
、
政
治
的
色
彩
の
薄
い
文
脈
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に

注
意
し
た
い
。

（
17
）
図
書
寮
本
に
つ
い
て
は
、
石
塚
晴
通
⽝
図
書
寮
本

日
本
書
紀

研
究

篇
⽞（
昭
五
九
・
二
、
汲
古
書
院
）
に
詳
細
な
考
察
が
あ
り
、
稿
者
も
参

考
に
し
た
。

（
18
）
築
島
裕
⽛
日
本
書
紀
古
訓
の
特
性
⽜
同
⽝
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に

つ
き
て
の
研
究
⽞（
昭
三
八
・
三
、
東
京
大
学
出
版
会
。
初
出
：
昭
三
〇
）

（
19
）
前
掲
注
17
石
塚
著
書
。

（
20
）
小
林
芳
規
⽛
日
本
書
紀
に
お
け
る
大
江
家
の
訓
読
に
つ
い
て
⽜
國
學
院

大
學
（
編
）⽛
國
學
院
雑
誌
⽜
七
一
─
一
一
（
昭
四
五
・
一
一
）

（
21
）
前
掲
注
20
小
林
論
文
の
⽛
図
書
寮
本
舒
明
紀
の
訓
法
は
、
助
字
を
含
め

て
本
文
の
漢
字
に
対
す
る
訓
法
に
は
、
平
安
初
期
の
古
い
訓
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
⽜
と
い
う
指
摘
も
、
稿
者
の
主
張
を
裏
打
ち
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

（
22
）
小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
（
編
）⽝
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
⽞
浅
尾
広

良
（
執
筆
）⽛
天
皇
制
⽜（
第
二
版
平
二
四
・
四
、
笠
間
書
院
）

（
23
）
高
橋
亨
⽛
物
語
の
⽛
み
か
ど
⽜
と
⽛
天
皇
⽜⽜
同
（
編
）⽝
源
氏
物
語
と

帝
⽞（
平
一
六
・
六
、
森
話
社
）

（
24
）
⽝
万
葉
集
⽞
巻
十
六
だ
が
、
目
録
に
⽛
有
由
縁
雑
歌
⽜
と
記
す
一
方
、
本

文
巻
頭
に
は
⽛
有
由
縁
并
雑
歌
⽜
と
あ
る
。
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
前
者

を
採
用
し
た
。

（
25
）
⽝
書
紀
⽞
持
統
天
皇
四
年
七
月
七
日
条
に
⽛
蓋
昔䀝

者䀝

到
二
宮
門
一
而
着
二
朝

服
一
乎
。⽜
と
あ
る
が
、⽝
岩
波
文
庫
⽞
は
⽛
書
紀
編
者
の
私
案
で
、
も
と

分
注
か
。⽜
と
見
る
。⽛
蓋
～
乎
⽜
と
い
う
表
現
は
他
に
、
大
化
二
年
三

月
二
十
二
日
条
、
天
智
四
年
条
、
天
智
十
年
正
月
条
に
見
え
る
が
、
全

て
小
字
双
行
の
分
注
で
あ
り
、
当
該
部
分
も
例
に
漏
れ
ず
元
分
注
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
⽝
岩
波
文
庫
⽞
の
疑
念
を
肯
い
、
検
索
対
象

か
ら
は
外
し
た
。

（
26
）
坂
本
太
郎
⽛
六
国
史
の
文
学
性
⽜
同
⽝
坂
本
太
郎
著
作
集
第
三
巻

六

国
史
⽞（
昭
六
四
・
一
、
吉
川
弘
文
館
。
初
出
：
昭
三
九
）

（
27
）
室
伏
信
助
⽛
竹
取
物
語
の
文
体
形
成
⽜
同
⽝
王
朝
物
語
史
の
研
究
⽞（
平

七
・
六
、
角
川
書
店
。
初
出
：
平
二
）。
ま
た
、
山
本
登
朗
⽝
伊
勢
物
語

論

文
体
・
主
題
・
享
受
⽞⽛
文
体
と
方
法
⽜（
新
装
版
平
二
九
・
六
、

笠
間
書
院
）
も
、
伊
勢
物
語
に
お
け
る
⽛
昔
⽜
に
つ
い
て
同
趣
の
指
摘

を
し
て
い
る
。
加
え
て
、
塚
原
鉄
雄
⽛
物
語
冒
頭
の
史
的
展
開

―
王
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朝
仮
名
文
学
の
発
展

―
⽜（
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
（
編
）⽛
人
文
研

究
⽜
九
─
二
（
昭
三
三
・
二
））
も
、⽛
昔
⽜⽛
昔
者
⽜
と
い
う
表
現
を
、

⽛
素
材
の
〈
非
現
在
性
〉⽜
を
規
定
し
て
、
過
去
と
現
在
の
違
い
を
明
ら

か
に
す
る
よ
う
な
言
辞
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

【
付
記
】
本
稿
に
お
け
る
⽛
恒
貞
親
王
伝
⽜
の
本
文
校
訂
・
確
定
に
あ
た
っ
て

は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
な
ら
び
に
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
の

ご
厚
意
に
よ
り
、
資
料
の
閲
覧
、
複
写
、
翻
刻
利
用
の
許
可
を
い
だ

た
き
ま
し
た
。
貴
重
な
資
料
を
利
用
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、

記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
か
わ
の

と
も
や
・
北
海
道
大
学
大
学
院
修
士
課
程
在
学
中
）




